
６月２０日 第２６６１回
□点 鐘

□ロータリーソング：我等の生業

□会員数：２７名（免除者：３名）

□出席者：２２名 □欠席者： ４名

□メイク： １名 □出席率：８８．４６％

□結婚記念日…福本

次年度幹事 山根 積

・第１２回ふれあい夏まつり実行委員会

第一回 ７月 ３日(水)１９時

第二回 ８月２１日(水)１９時

・赤い羽根×カープコラボＴシャツ2019注文書(兼)

観戦チケット抽選申込書

次年度会長 宮本 和彦

本日は「原点回帰」とい

う言葉から考えてみまし

た。原点回帰とは、物事

の出発点に帰る、基本に

戻ることという意味です

が、初心に戻るという意

味で使われるのが一般的

です。

当クラブに「たけの子会」というゴルフ同好会が一

昨年まで活発に活動しておりました。月一回のコン

ペが難しくなり、現在に至っております。

世界のゴルフ規則を統括する英国ゴルフ協会（ロイ

ヤル・アンド・エンシエント・クラブ＝Ｒ＆Ｂ）と、

米国ゴルフ協会（ＵＳＧＡ）が新しいゴルフ規則を

発表しました。昨年三月から規則案を提案し、世界

中のゴルファーから意見聴取を経て、今年の１月１

日から大幅な見直しが図られました。その新規則の

一部を紹介します。例えば、バンカー内のボールを

２打罰で外から打っても良いことや、ＯＢや紛失球

を一打罰の打ち直しから、紛失場所付近から２打罰

で打てる処置に変更されました。

先日、私自身がバンカー脱出に５打も要した時には、

もっと柔軟に解釈していたらと後悔したものです。

慣れもありますが２打のペナルティがスコアに直結

するので直ぐには適用を躊躇するプレーヤーが多い

のも事実でしょう。

新たなゴルフ規則は、ゴルフの簡素化を目指し、プ

レーのスピードアップと競技人口の増加を期待して

の改革案です。そもそもゴルフは一部のプロのもの

でなく、大多数のアマチュアのものであるべきで、

楽しめなければゴルフの特性は失われてしまいます。

最初は違和感がありますが、慣れることが肝要です。

下手の横好きである我々プレーヤーは大いなる特典

となります。その他にも２７項目の変更がリーフレッ

トに紹介されていました。初心者に優しい解釈によ

り、ゴルフ離れを防ぎ新たなファンを増やすことに

なる今回の措置は我々にも参考となるのではと取り

上げさせて頂きました。

□ＳＡＡ 三好 静子

６月２７日(木)１８時より大広苑においてお別れ例

会を開催します。お昼の例会はありませんのでお間

違えのないようにお願い致します。

事務局／〒725-0026竹原市中央4丁目8－2第１おおぎビル102号
TEL／0846-22-7570 FAX／0846-22-7651
E-mail／rc-take@estate.ocn.ne.jp
http:www.takehara-rc.com

例会日／毎週木曜日12：30～13：30

本日のプログラム ７月４日 次週のプログラム ７月１１日

誕生祝・各会員各記念日祝
会長・幹事方針発表 誕生月該当者会員卓話

各委員会活動計画発表

【 ２０１９年 ６月２０日 第２６６１回 例会記録 】

【 ２０１９年 ６月２７日 第２６６２回 例会記録 】

会 長 板場 英行
会長エレクト 宮本 和彦
副 会 長 久藤 孝仁
幹 事 尾野 剛章
副 幹 事 吉本きよ子
会 計 田中 幸俊
Ｓ Ａ Ａ 三好 静子
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副 Ｓ Ａ Ａ 板本 司
直 前 会 長 鴨宮 弘宜
管 理 運 営 山根 積
会 員 組 織 荒谷 隆文
奉 仕 西岡 一道
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会長 板場 英行

竹原ロータリークラブ2018～19年度の１年間を、例

会、事業、会員動向をポイントに振り返ります。内

容に関する詳細は週報にてご確認ください。2018～

19年度は、バリー・ラシン国際ロータリー会長テー

マ「Be the Inspiration インスピレーションにな

ろう」、吉原久司第2710地区ガバナー信条「輝こう

ローリ― ふたたび」地区活動目標「仲間を増やそ

う まずはそこから」のもと１年間の活動を行って

きました。会長として本クラブの運営方針、①組織

強化と会員増強、②奉仕活動の活発充実化、③公共

イメージと社会的認知度向上の３項目を掲げました。

尾野幹事、三好SAAをはじめ、理事、委員長、委員

の協力と支援の下、会の運用に歩みを進めてきまし

たが、結果的に３項目すべてにおいて満足できる成

果を収めることなく年期を終了することとなりまし

た。

・例会：年間の通常例会は43回。毎月の会員誕生日・

各記念日祝い、各担当委員会主幹の例会に加え、ク

ラブ・アッセンブリ―、ガバナー公式訪問、各種報

告（決算、地区大会、IM、地区研修・協議会、前期・

１年総括）、年次総会を実施しました。年間での平

均出席率は83％で、昨年度比10ポイント下回ってい

ます。本クラブ主催で２月７日に開催しました４ク

ラブ合同例会、地区大会（10月、尾道）、IM（３月、

因島）での市外移動、会員のご労力に深謝します。

また、例会において、今榮敏彦竹原市長をはじめ５

名の外部卓話を拝聴しました。

・事業：昨年７月の西日本豪雨災害の影響で活動抑

制が余儀なくされた奉仕活動ですが、下半期におい

て職業奉仕（職場例会）、社会奉仕（賀茂川清掃）、

国際奉仕（留学生卓話）、青少年奉仕（竹原ロード

レース大会おもてなし、高校挨拶運動）の奉仕活動

を実施しました。渉外的には、西日本豪雨災害復興

寄付（竹原市、東広島市）、竹原市制施行60周年記

念事業などに関わりました。

・会員動向：３２名の会員で年度スタートしました

が、本年６月現在（会員逝去２名、退会者７名、新

入会員２名）で２５名となりました。1964年クラブ

創設時の２８名を下回る歴代最低数です。会員組織

委員会担当理事・委員長を中心として、新入会員獲

得に向けた活動を推進しましたが、新入会員獲得が

低調の上に現会員の退会続出という結果となりまし

た。当年度会長として責務を痛感しています。会員

減少は当クラブに限らず、第2710地区、日本国内、

世界的に数年前から見られる潮流です。クラブの魅

力低下、費用的負担増、通常業務との連携困難など

の原因背景が考えられ、解決策について、RLI、地

区協議会、ロータリー情報、ガバナー月信などで紹

介・説明されているが・・・・。次年度は、現況打

開に向けた策の具現が最大の課題である。

６月２７日 第２６６２回
お別れ例会 於：大広苑

□点 鐘

□ロータリーソング：奉仕の理想

□会員数：２７名（免除者：３名）

□出席者：１８名 □欠席者： ６名

□メイク： ３名 □出席率：８４％

□出席者：会員１８名、配偶者３名、事務局

計２２名

・皆様のお蔭をもちまして無事葬儀を滞りなく終え

ることが出来ました。有難うございました。

（宮本和彦）

会長 板場 英行

皆さんこんばんは。本日は、SAA主催による「お別

れ例会」です。

まずは、昨年の７月にスタートしました竹原ロータ

リークラブ板場年度も、本日最終日を迎えることと

なりました。尾野幹事、三好SAAはじめ理事、委員

長のご尽力、ご協力、そしてご理解いただきました

会員諸兄に厚く御礼を申し上げます。

１年間の振り返りは、先週の報告で要点を説明し、

その内容を週報に記載していますのでご一読くださ

い。板場年度は、①組織強化と会員増強、②奉仕活

動の活発充実化、③公共イメージと社会的認知度向

上の３つの目標を掲げて、尾野幹事、三好SAAをは

じめ、理事、委員長、委員の皆様の協力と支援の下、

会の運用に歩みを進めてきましたが、結果的に３項

目すべてにおいて満足できる成果を収めることなく

年期を終了することとなりました。当年度会長とし

て責務を痛感しています

特に、会員の減少はドミノ崩しの様態で下降し、19

64年クラブ創設時の28名を下回る歴代最低数となり

ました。昨年の７月から８月にかけて荒谷理事、委
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員長を中心として、名簿作成、役割分担、声かけ

を行い、新入会員獲得に向けた活動を推進しまし

たが、新入会員獲得が低調の上に現会員の退会続

出という結果となりました。退会会員の多くはク

ラブの重鎮として活躍され、今後もクラブ運営に

尽力していただけるものと思っていただけに至極

残念です。会員減少は当クラブに限らず、第2710

地区、日本国内、世界的に数年前から見られる潮

流です。クラブの魅力低下、費用的負担増、通常

業務との連携困難などの原因背景が考えられ、解

決策について、RLI、地区協議会、ロータリー情報、

ガバナー月信などで紹介・説明されていますが・・・・。

次年度は、現況打開に向けた策の具現が最大の課

題となります。年間での例会平均出席率は83％で、

昨年度比10ポイント下回っています。宮本年度会

長の下、回数、内容など例会の見直しが、きっか

けとして明るい兆しが差し込んでくることを祈念

しまして、年度最終例会での「会長の時間」とし

ます。

＜懇親会プログラム＞

１．会長挨拶 会 長 板場 英行

２．乾杯 副会長 久藤 孝仁

３．出席表彰 例会運営委員長 本庄 純夫

４０年連続出席 佐渡 文武

年間１００％出席 金澤 節生 鴨宮 弘宜

大森 寛 堀越 賢二

本庄 純夫 宮本 和彦

中川 康子 尾野 剛章

久藤 孝仁 板場 英行

吉本きよ子 山根 積

木村 安伸 西岡 一道

４．記念品（花束） 銀婚式 山根 積

５．バッジ伝達

６．会長幹事への記念品贈呈

７．会長・幹事謝辞

８．次年度理事役員紹介

９．次年度会長挨拶

10．閉会挨拶 次年度副会長 山根 積

11．ロータリーソング『手に手つないで』

板場会長・尾野幹事一年間お疲れ様です

板場会長から宮本次年度会長へバッジ伝達

尾野幹事から山根次年度幹事へバッジ伝達

銀婚式山根会員へ花束
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４０年連続出席 佐渡会員 年間100％出席 金澤会員

２０１９-２０年度理事役員の皆さん
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